
（別紙５）

在宅障害児(者)支援センター　きらら
公表日 令和7年2月10日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 〇

ベッド等を使用しない際は、一か所にまとめ

ておくなどしてできるだけスペースを確保し

ています。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である

か。
〇 基準は満たしています。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

〇

段差もなく、車いすでの移動もスムーズで

す。熱発、不穏時の落ち着ける場所としての

部屋の確保もできており、状況に合わせて使

用しております。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
〇

利用終了後には必ず清掃を行うように徹底し

ています。必要に応じてのアルコール消毒も

実施しております。必要のない物品等は必ず

片づけて部屋をできるだけ広く使用できるよ

うに努めています。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になっているか。 
〇

アコーディオンカーテンで部屋がいくつか区

切ることができるようになっており、個別に

対応したい際に使用するようにしています。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）

に、広く職員が参画しているか。
〇

毎年目標設定を掲げ、達成度合についても協

議したうえで数値化しています。
事業計画の立案に努めます。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
〇

毎年実施済。アンケート結果を基に業務改善

に努めました。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。
〇

スタッフ数が限られていることもあり、日ご

ろからそれぞれが意見を出し合っての検討の

場は設けております。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
〇

感染症流行前は、第三者による評価を定期的

に行っていました。

感染症流行後は行えていません。今後機会が

あれば積極的に検討します。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
〇

パソコンの共有ホルダーに映像として保存さ

れており、職員全員が視聴研修するよう義務

付けられています。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  〇
サービス等利用計画書を基に、しっかりと聞

き取りをした上での作成に努めています。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計

画を作成しているか。

〇 定期的な更新、作成を行っています。

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責

任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こ

どもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。 

〇
管理者だけではなく、看護師・理学療法士等

の意見を交えた上での作成に努めています。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援

が行われているか 。
〇

作成した計画は、スタッフがいつでも見れる

ように一か所にまとめております。また、計

画の変更があった際には、スタッフ間で情報

を共有するようにしています。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。

〇
標準化されたものを使用しており、変更点な

どあれば、その都度修正しています。

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライ

ンの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、

「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい

及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に

設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

〇

家族支援や地域支援等の項目に関しては、項

目に上がることが少なかったように思いま

す。今後改善に努めていきます。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 〇
話し合いした上で企画立案を行っておりま

す。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 〇
興味関心に応じたプログラムを月毎に組むよ

うに努めています。
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チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放

課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。
〇

個別活動という点では、実施できておりませ

ん。今後実施できるように努めます。

小グループの活動のみで個別活動は行えてお

りません。業務を見直し、個別活動の時間が

とれるように改善いたします。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。

〇 職員全体で行っております。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
〇 職員全体で行っております。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。
〇

個別の記録を徹底しています。記録内容を基

に支援内容を随時変更しています。

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直し

の必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。
〇

定期的に話し合いの場を設け、本人や保護者

の意向を聞きながら、必要に応じて計画の見

直しを図っています。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組

み合わせて支援を行っているか。
〇 基本活動に基づいた支援を行っています。

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決

定をする力を育てるための支援を行っているか。
〇

意思表示できないこどもへの対応として、活

動の中で選択肢を設けたうえで視線や表情な

どをくみ取って導き出しています。

意思の疎通が困難な重症心身障害児への対

応。

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
〇 児童発達支援管理責任者が参加しています。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
〇

保護者からの依頼に応じて、連携を行ってお

ります。

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時

刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）

を適切に行っているか。

〇 学校との連携は必要に応じて行っています。

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支

援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。
〇 必要に応じて行っております。

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所

等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等して

いるか。

〇 必要に応じて行っております。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー

パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。
〇 助言や研修を受けて支援に生かしています。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動す

る機会があるか。
〇 特にありません。 医療的ケアを要するこどもたちの感染対策。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 〇
感染症流行前は、月１回程度の地域連携部会

に参加しておりました。
機会があれば積極的に検討していきます。

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。
〇

連絡ノートなどを利用し、日頃の状況把握に

努めています。

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。 

〇
訓練士に介入してもらい、日常の姿勢等アド

バイスを行っています。

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。
〇 契約の際に行っています。

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意

思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こど

もや家族の意向を確認する機会を設けているか。 

〇
契約時や年に２回のモニタリングの際に行っ

ています。

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行

い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。
〇

保護者に直接、説明・確認をした上で同意し

ていただいております。

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必

要な助言と支援を行っているか。
〇

必要に応じて、各部署と連携を取りながら相

談をお受けしています。
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チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしている

か。

〇

共通の悩みや困り事がある保護者同士を仲介

することはありますが、保護者会は未開催で

す。

保護者の要望に応じて、保護者会等の設置を

検討していきます。

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に

対応しているか。

〇
苦情を受けた際には速やかに対応できるよう

努めています。

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対

して発信しているか。

〇

年に４回、通信を発行。保護者に配布し、セ

ンター内でも掲示しています。HPについては

開所後間がないため開設できていません。

HPの開設。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 〇 組織的に気を付けております。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
〇

相手に寄り添えるような配慮を心掛けていま

す。

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
〇 実施できておりません。 医療的ケアを要するこどもたちの感染対策。

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。

〇

施設スタッフには、マニュアルを作成し周知

徹底を行っております。定期的な防災訓練や

感染症対策の研修会を行いました。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、

定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
〇 月に１度、センター全体で行っています。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
〇 契約の際に行っております。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。
〇

契約の際にアレルギーの有無をしっかりと確

認し、適切に対応しています。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
〇

計画的に訓練を実施。パソコンの共有ホル

ダーにも映像として保存されており、職員全

員が視聴するよう義務付けられています。

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
〇

保育安全計画を作成し入口カウンターに開示

しています。
保護者への周知。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
〇

文章として常に確認できる状況にあり、案件

の都度再発防止策を講じています。

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
〇

計画的に研修を実施。パソコンの共有ホル

ダーに映像として保存されており、職員全員

が視聴研修するよう義務付けられています。

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放

課後等デイサービス計画に記載しているか。

〇

身体拘束が必要な児童さんはいらっしゃらな

いのですが、そのようなケースがあれば、

しっかりと対応したいと思います。
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（別紙４）

在宅障害児(者)支援センター　きらら
公表日 令和7年2月10日

利用児童数 6名 回収数 4

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 4
・今後の利用人数によってはわからない

部分があります。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 4

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

4

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
4

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
4

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
4

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されて

いると思いますか。

4

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの

「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適

切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います

か。

4

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 4

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
4

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会

がありますか。
2 2

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
4

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま

したか。
4

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

1 2 1

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
4

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 3 1

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 4

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

2 2

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

4

環

境

・

体

制

整

備

適

切

な

支

援

の

提

供

感染症の流行のため、積極的な参加が難

しかったように思います。地域資源を活

用できるように、情報の収集等に努めて

今後検討していきます。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

活動、余暇、食事などの場面において固

定化してしてしまう傾向にあります。今

後を見越した上で、全体的に広く自由に

使用できるよう検討していきます。

保護者会の立ち上げには保護者の皆さん

の負担も生じると思われるため積極的に

機会を設けることはしておりません。ご

希望でしたらご意見を参考に検討してま

いります。

保

護

者

へ

の

説

明

等

個々の相談等には対応させていただいて

いますが、研修会を開催するまでには

至っておりません。

年に２回モニタリングを実施しており、

計画内容の確認以外でも相談等をお受け

しています。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
4

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。

1 1 2

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 4

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

2 1 1

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
1 3

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
2 1 1

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
2 1 1

・現在まで事故がないのでなんとも言え

ない。

27 こどもは安心感をもって通所していますか。  4

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 4

29 事業所の支援に満足していますか。 4

３か月に一度、活動の様子を載せた通信

を配布しておりますが、その他の情報を

紙面には載せていませんでした。防災訓

練の様子や行事予定を今後載せるなど、

通信の内容が充実したものになるよう再

検討していきます。

マニュアルはありますが、保護者への周

知はなされていませんでした。今後、通

信の紙面にて保護者にお知らせできれば

と思います。

毎月施設全体で防災訓練を実施していま

すが、保護者への周知ができていなかっ

たように思います。今後、防災訓練の様

子等を通信の紙面にて保護者にお知らせ

できればと思います。

非

常

時

等

の

対

応

満

足

度

利用前の保護者への聞き取りの際に、緊

急時の連絡先を控えさせていただいてい

ます。必要に応じて保護者への連絡を必

ず行っており、トラブルへの対応の説

明、確認を迅速に行えるように努めてい

ます。

保育安全計画は入口カウンターに開示さ

せていただいております。このことにつ

いては、通信の紙面にて保護者にお知ら

せできればと思います。

保

護

者

へ

の

説

明

等



（別紙５）

在宅障害児(者)支援センター　わかくさ
公表日 令和7年2月10日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 〇

定員に達すると手狭になるため、幼児椅子で

対応できる場合は座位保持椅子から降りて参

加してもらっている。

保育をする際の座位保持椅子の配置。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切である

か。
〇 基準を満たしている。 突然の退職や予期せぬ長期病休。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

〇 バリアフリー化されている。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
〇 習慣的に掃除を実施。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になっているか 。
〇

午睡時など個別に対応しなければいけない状

況があれば柔軟に対応している。
長時間の個別対応。

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、

広く職員が参画しているか。
〇

毎年目標設定を掲げ、達成度合についても協

議したうえで数値化している。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
〇

評価表だけではなく、日々のコミュニケー

ションでも意向を確認している。

今年度より実施。今後も継続的に実施し改善

につなげたい。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。 
〇

把握した意見はその都度周知し、業務の見直

しを図っている。

評価表としては今年度より実施。今後も継続

的に実施し改善につなげたい。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
〇 依頼先の検討。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
〇

パソコンの共有ホルダーに映像として保存さ

れており、職員全員が視聴研修するよう義務

付けられている。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 〇
総合リハビリテーションセンターのHPに公表

している。
保護者への周知。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成

しているか。

〇
年2回のモニタリングを経て、変更点などあれ

ば修正や加筆をしたうえで説明している。

13

児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけ

でなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最

善の利益を考慮した検討が行われているか。 

〇
多職種で関わることで多角的な意見を総合的

に検討して作成している。
多職種が一堂に会する時間設定、時間配分。

14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われ

ているか。 
〇 変更点などあれば、その都度修正している。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。

〇 変更点などあれば、その都度修正している。

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支

援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支

援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえな

がら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか。

〇
項目以外の相談にも柔軟な対応を心掛けてい

る。
ガイドラインの保護者への説明。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 〇 保育士が中心となって立案。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 〇

水遊びなど、定番になっている活動の内容に

ついて、飽きがこないよう毎回工夫して提供

している。

定番の活動の固定化。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児

童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。
〇

活動の個別化と集団化の組み合わせはしてい

ないが、必要に応じて個別対応を実施してい

る。

事業所名

環

境

・

体

制

整

備

業

務

改

善

適

切

な

支

援

の

提

供

事業所における自己評価結果公表



チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。

〇
支援の低下につながらないよう、各自フォ

ローしながら対応している。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
〇 口頭及び日誌にて周知している。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。
〇

日々、日誌として記入しており、ケース記録

として個人ごとに保管。月間要約にて支援の

検証改善を行っている。

提出日の徹底。

23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性

を判断し、適切な見直しを行っているか。
〇

保護者との日程調整のうえ、前期後期と年に2

回のモニタリングを実施している。
保護者との日程調整。

24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
〇

業務の都合により日程の調整が困難な場合が

ある。
他事業所との連絡調整や時間調整。

25
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
〇

病院、保育所ともに隣接しており、円滑な連

携が図れている。また、遠方の保育所とも連

携が取れている。

新規保育所との連携。

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の

観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども

園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報

共有と相互理解を図っているか。

〇

利用時から他事業所と併行利用している場合

もあるが、こどもの成長過程に応じて保育所

などへの移行を提案している。また、保護者

に了解を得たうえで情報共有も行っている。

保育所、学校などとの連絡調整や時間調整。

新規事業所との信頼関係。

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、

支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。
〇 個人記録票を作成し情報共有を図っている。

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携

を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受け

たり、職員を外部研修に参加させているか。
〇

研修参加はあるものの、専門家や専門機関等

へ積極的な助言を求めるまでには至っていな

い。

専門的な助言を得ること。

30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極

的に参加しているか。
〇

業務の都合により日程の調整が困難な場合が

ある。
他事業所との連携。

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスー

パーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこど

もと活動する機会があるか。

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。

34

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。
〇

重要事項説明書にて説明をしており、署名捺

印をいただいている。

36

児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊

重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家

族の意向を確認する機会を設けているか 。

〇

年2回のモニタリングにて意向を確認。変更点

などあれば修正や加筆をしたうえで説明して

いる。

37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者

から児童発達支援計画の同意を得ているか。
〇

年2回のモニタリングにて意向を確認。変更点

などあれば修正や加筆をしたうえで説明して

いる。

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応

じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。
〇

通所時に聞き取りをしており、状況に応じて

対応している。
定期的な聞き取り。

〇 センターとしての役割の実行。

31

28

保

護
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明

等
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携



チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしている

か。

〇

共通の悩みや困り事がある保護者同士を仲介

することはあるが、保護者会は未開催であ

る。

保護者会の立ち上げ。

40

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す

るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合

に迅速かつ適切に対応しているか。

〇

相談や申し入れに対しては即座に対応するよ

う心掛けているが、体制が整っていることを

周知するまでには至っていない。

保護者への周知方法。

41

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することに

より、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に

対して発信しているか。

〇
通園だよりを毎月発行。HPについては開所後

間がないため開設できていない。
HPの開設。

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 〇 書庫、部屋ともに施錠をし管理している。

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
〇

手話がある程度理解できるこどもには手話で

対応するなど、柔軟な支援に努めている。

意思の疎通が困難な重症心身障害児への対

応。

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
〇 医療的ケアを要するこどもたちの感染対策。

45

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。

〇

計画的に訓練を実施。パソコンの共有ホル

ダーにも映像として保存されており、職員全

員が視聴するよう義務付けられている。

保護者への周知。

46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備

え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
〇

毎月、マニュアルに基づいた災害訓練を実

施。また、毎月発行する通園だよりで日程を

周知している。

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
〇 利用開始前の聞き取りにて状況を確認。

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。
〇

利用開始前の聞き取りにて状況を確認。管理

栄養士と情報共有を図っている。

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
〇

計画的に訓練を実施。パソコンの共有ホル

ダーにも映像として保存されており、職員全

員が視聴するよう義務付けられている。

50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
〇

保育安全計画を作成し掲示板にて掲示してい

る。
保護者への周知。

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
〇

文章として常に確認できる状況にあり、案件

の都度再発防止策を講じている。

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
〇

計画的に研修を実施。パソコンの共有ホル

ダーに映像として保存されており、職員全員

が視聴研修するよう義務付けられている。

53

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児

童発達支援計画に記載しているか。

〇

身体抑制手順マニュアルを作成し周知してい

るも、今のところ当事業所には身体拘束の対

象児童がいない。
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（別紙４）

在宅障害児(者)支援センター　わかくさ
公表日 令和7年2月10日

利用児童数 14名 回収数 13

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 12 1

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 10 3

・一時期、少ないように思いました。職

員のかたが余裕のもてる人数だと安心し

ます。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

13

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
12 1

・活動している様子をずっと見ているわ

けではないので分からないのですが、教

室の前に園庭のような遊ぶスペースがあ

ればいいなと個人的には思います。

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
12 1

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
12 1

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成されていると思

いますか。

12 1

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す支

援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体

的な支援内容が設定されていると思いますか。

10 3

・本人支援は通園時にしっかりしていた

だいていると思います。他が分からな

い。

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。 12 1
・利用日数が少ないので難しい部分があ

るかと思います。

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
12 1

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと

活動する機会がありますか。
5 2 3 3

・日数が少ないので、我が子はあまり参

加できていないと思いますが、機会はあ

るのだと思います。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
13

13 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。 13

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

7 2 2 2

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
13

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 13

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 13

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

3 3 3 4

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

11 2

保

護

者

へ

の

説

明

等

駐車スペースのためハード面での難しさ

はありますが、プランターで季節の花を

植えたり、こどもさんと種まきなどの活

動も行っています。

入園時の聞き取りの際に情報提供いただ

いた内容は職員全員で共有しておりま

す。

総合リハビリテーションセンターのHPに

公表しておりますが、保護者の皆さまへ

周知されていませんでした。申し訳ござ

いません。

個別支援計画については、年2回のモニタ

リングを経て、変更点等があれば修正や

加筆したうえで保護者の皆さまに確認し

ていただいています。

環

境

・

体

制

整

備

適

切

な

支

援

の

提

供

相談や申し入れに対しては即座に対応す

るよう心掛けていますが、体制が整って

いることを周知するまでには至っており

ません。

ご家族からの相談に対応させていただい

ています。また、就学する際の進路相談

や学校との連携にも応じております。

利用日数の多寡に限らず支援プログラム

に沿って公平に支援をするよう心掛けて

います。

毎月保育内容を作成しております。定番

のメニューもありますが季節に合った活

動など工夫させていただいています。

他の保育所や事業所など併用利用されて

いる子供さんはいらっしゃいますが、感

染対策の観点からわかくさでの機会は設

けていません。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

定員に達すると手狭にはなりますが確保

されています。

突然の退職による減がありましたが、す

ぐに募集を開始し、現在は基準を満たし

ております。ご心配をおかけしました。

個々の相談等には対応させていただいて

いますが、研修会を開催するまでには

至っておりません。

保護者会の立ち上げには保護者の皆さん

の負担も生じると思われるため積極的に

機会を設けることはしておりません。ご

希望でしたらご意見を参考に検討してま

いります。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
13

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。

12 1

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 13

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

10 3

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
10 3

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
11 1 1

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
13

・あったことはないが、病気が流行した

時も連絡下さったりしていたと思いま

す。

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。 13

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 11 2

29 事業所の支援に満足していますか。 10 3

・訓練の時間にどのようにしているの

か、どんなことができるようになってい

るなど知りたいと思います。

・いつもありがとうございます。

非

常

時

等

の

対

応

重大な事故などはないですが、軽微な事

案でもその都度ご説明させていただいて

おります。

保

護

者

へ

の

説

明

等

満

足

度

ご自分で表現することが難しいお子さん

もいらっしゃるので、皆さんが楽しいと

思える場であるよう、今後も努めてまい

ります。

訓練士との直接的な話をご希望であれば

すぐに対応いたします。遠慮なくお申し

付けください。

通園だよりは毎月発行しておりますが、

HPについては支援センターとして開所

後、間がないため未だ開設されておりま

せん。早急の開設に努めます。

マニュアルはありますが、保護者への周

知はなされていませんでした。通園だよ

り等で存在について周知するよう努めま

す。

毎月、災害訓練を実施しております。ま

た、日程については通園だよりでお知ら

せしております。

保育安全計画は掲示板に開示させていた

だいております。このことについては、

通園だよりに１回だけお知らせしたので

すが、定期的にお知らせするよう努めま

す。



（別紙７）

在宅障害児(者)支援センター　わかくさ
公表日 令和7年2月10日

チェック項目 はい いいえ
工夫していると思う点・改善が必要だと

思われる点など
課題や改善すべき点

1 訪問支援に使用する場合の教具教材は適切であるか。 〇

事業所の物品を貸し出して行事に臨んだこと

もあり、状況に応じて臨機応変に対応してい

る。

2 利用希望者に対して、職員の配置数は適切であるか。 〇
勤続年数に差異があるが、適切に配置されて

いる。

3
業務改善を進めるためのPDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、

広く職員が参画しているか。
〇

毎年目標設定を掲げ、達成度合についても協

議したうえで数値化している。

4
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
〇

今年度より実施。今後も継続的に実施し改善

につなげたい。

5
従業者の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善

につなげているか 。
〇

今年度より実施。今後も継続的に実施し改善

につなげたい。

6
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
〇 依頼先の検討。

7
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
〇

パソコンの共有ホルダーに映像として保存さ

れており、職員全員が視聴研修するよう義務

付けられている。

8

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、保育所等訪問支援計画を

作成しているか。

〇
訪問の都度、意向の確認や計画の見直しを実

施している。

9

保育所等訪問支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者

だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こども

の最善の利益を考慮した検討が行われているか 。

〇
多職種で関わることで多角的な意見を総合的

に検討して作成している。
多職種が一堂に会する時間設定、時間配分。

10
保育所等訪問支援計画を作成する際には、訪問先施設の担当者等と

連携し、訪問先施設や担任等の意向を盛り込んでいるか。
〇

訪問先の職員に保育中の様子を確認しても

らったうえで、なにを取り入れたいか困り事

は何なのか意向を伺っている。

訪問先との日程調整。こどもの体調不良など

突発的な対応。

11
保育所等訪問支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行

われているか 。
〇 口頭及び書面にて周知している。

12

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。

〇 変更点などあれば、その都度修正している。

13

保育所等訪問支援計画には、保育所等訪問支援ガイドラインの「保

育所等訪問支援の具体的内容」も踏まえながら、具体的な支援内容

が設定されているか。

〇
身体機能のサポートや維持、身体のポジショ

ニングなど具体的な内容で設定している。

14
保育所等訪問支援計画が職員間で共有され、計画に沿った支援が行

われているか。
〇 変更点などあれば、その都度修正している。

15

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。

〇
支援の低下につながらないよう、各自フォ

ローしながら対応している。

16
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
〇 口頭及び書面にて周知している。

17
保育所等訪問支援を実施する際、訪問先の理念や支援手法を尊重し

て支援を行っているか。
〇

支援実施前の訪問先との連携の際に確認した

うえで実施している。
新規訪問先との連携。

18
毎回の支援に関して、記録を取ることを徹底し、支援の検証・改善

に繋げているか。
〇

毎回記録しており、身体機能のチェックやポ

ジショニングについて適宜検証している。

訪問期間の間隔が開いた際の身体の成長度合

い。

19

定期的に保護者や訪問先の意向の確認やモニタリングを行い、保育

所等訪問支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っ

ているか。

〇
訪問の都度、意向の確認や計画の見直しを実

施している。

事業所名

環

境
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体
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事業所における自己評価結果公表



チェック項目 はい いいえ
工夫していると思う点・改善が必要だと

思われる点など
課題や改善すべき点

20
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
〇

業務の都合により日程の調整が困難な場合が

ある。
他事業所との連絡調整や時間調整。

21
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
〇

病院、学校ともに隣接しており、円滑な連携

が図れている。また、遠方の学校や保育所と

も連携が取れている。

22
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、

支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。
〇

就学前には個人記録票を提供し、情報共有を

図っている。

23
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等に助言を受けた

り、職員を外部研修に参加させているか。
〇

研修参加はあるものの、専門家や専門機関等

へ積極的な助言を求めるまでには至っていな

い。

専門的な助言を得ること。

24
(自立支援)協議会子こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積

極的に参加しているか。
〇

業務の都合により日程の調整が困難な場合が

ある。
他事業所との連携。

25
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。
〇

外来訓練時や通所時に聞き取りをしており、

共通認識のうえ対応している。

26

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。

〇
個々の相談への対応は実施できているが、研

修の機会は設けていない。
家族参加できる研修を検討する。

27 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 〇 重要事項説明書を提示して説明している。

28
訪問先施設に対し、事業の趣旨や訪問支援の目的等について適切に

説明を行っているか。
〇

訪問先からの依頼もあるが、保護者からの依

頼の際には、保護者からのみならず事業所と

しても説明している。

29

保育所等訪問支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の

尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや

家族の意向を確認する機会を設けているか 。

〇
保護者からの聞き取りや訪問先施設の意向を

確認したうえで作成している。

30
「保育所等訪問支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保

護者から保育所等訪問支援計画の同意を得ているか。
〇

説明したうえでサイン押印をいただいてい

る。

31
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応

じ、必要な助言と支援を行っているか。
〇

外来訓練時や通所時に聞き取りをしており、

状況に応じて対応している。
定期的な聞き取り。

32

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしている

か。

〇
保護者同士の交流は担っておらず、保護者会

も未開催である。
保護者会の立ち上げ。

33

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す

るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合

に迅速かつ適切に対応しているか。

〇

相談や申し入れに対しては即座に対応するよ

う心掛けているが、体制が整っていることを

周知するまでには至っていない。

保護者への周知方法。

34

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することに

より、活動概要や連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信

しているか。

〇
支援センターとして、開所間がないためHPが

未だ開設されていない。
HPの開設。

35 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 〇 書庫、部屋ともに施錠をし管理している。

36
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
〇

丁寧な説明を心掛けているものの当事者へ伝

わっているか不安な場面あり。

意思の疎通が困難な重症心身障害児への対

応。

37
訪問支援に加え、訪問先からの相談等に適切に応じる体制を整え、

必要な助言や支援を行っているか。
〇 適宜対応している。

38
保育所等訪問支援の実施後に、訪問先施設とカンファレンスを行っ

ているか。
〇

期間を経てポジショニングなど新たな困り事

がないか確認している。

39
保育所等訪問支援の実施後に、家族等へ適切に支援内容等の共有を

行っているか。
〇 支援事業記録表を作成し共有を図っている。

40 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 〇
訪問先施設との共通認識として、取り扱いに

留意している。
新規訪問先施設との信頼関係の構築。
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チェック項目 はい いいえ
工夫していると思う点・改善が必要だと

思われる点など
課題や改善すべき点

41
訪問先施設からの相談に適切に応じ、信頼関係を築きながら、専門

的な助言を行っているか。
〇

適宜対応しており、適切な助言に努めてい

る。
新規訪問先施設との信頼関係の構築。

42

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。

〇
毎月、マニュアルに基づいた災害訓練を実

施。

43
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
〇 保護者が確認できる場所に掲示している。 保護者への周知。

44
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
〇

文章として常に確認できる状況にあり、案件

の都度再発防止策を講じている。

45
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
〇

計画的に研修を実施。パソコンの共有ホル

ダーに映像として保存されており、職員全員

が視聴研修するよう義務付けられている。

46

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児

童発達支援計画に記載しているか。

〇

身体抑制手順マニュアルを作成し周知してい

るも、今のところ当事業所には身体拘束の対

象児童がいない。
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（別紙６）

公表日

利用児童数

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ ご意見 ご意見を踏まえた対応

1
訪問支援員からの助言や説明は、具体的でわかりやすく、取

り入れやすいものですか。
4

・生徒の実態に応じた助言をしていただ

ける。

・身体を動かす方向や力の加減などを丁

寧に教えていただき活動の中に取り入れ

ています。

専門職員により対応させていただいて

います。しっかりと説明を聞いていた

だき、また実践していただき感謝いた

しております。

2
訪問支援員の支援に対する知識・技術等に満足しています

か。
4

・教えていただいたことは非常に勉強に

なりました。
今後ともよろしくお願いします。

3
訪問支援員は質問に対して、適時・適切に回答してくれてい

ますか。
4

・知りたいことは全部回答いただきまし

た。
今後ともよろしくお願いします。

4
保育所等訪問支援を利用したことで、課題や困りごとが解消

または軽減されましたか。
4

・生徒に負担の少ない臥位姿勢を指導し

ていただけた。

・本人にとって楽な姿勢について知るこ

とができてよかったです。

一人ひとりに合ったポジショニングが

ありますが、成長によって変化が生じ

ることもございます。ご相談があれば

その都度身体を観察してお伝えいたし

ます。

5 事業所からの支援に満足していますか。 4 ・非常によかったです。 ありがとうございます。

・身体の仕組み、動かし方の注意点やコツなどを細かく教えていただき、参考になることばかり

でした。

・年に１回ではなく、学期に１回来ていただけると日々の困り事を相談できて助かります。

訪問回数については、子供さんの受給者証によりそれぞれサービス量が違いますが、概ね月に

1回から2回となっています。ご家族の希望があれば日程調整など検討したうえでお伺いでき

ると思います。

在宅障害児(者)支援センター　わかくさ

令和7年2月10日

　                       6名　　　　　　　回収数　                   4

その他のご意見 ご意見を踏まえた対応

事業所名

訪問先施設からの事業所評価の集計結果公表



（別紙５）

在宅障害児(者)支援センター　わかくさ
公表日 令和7年2月10日

利用児童数 6名 回収数 6

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 訪問支援に使用する教具教材が整えられていますか。 4 2

2 プライバシーに配慮された面接室等が整えられていますか。 5 1

3 事業の目的が適切に説明されていると思いますか。 5 1

4 保育所等訪問支援の頻度や時間について、相談の上決定されていますか。 6

5
こどもの状態に応じた支援が提供できる職員（職種や人数）体制だと思い

ますか。
6

6
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
6

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、保育所等訪問支援計画（個別支援計画）が作成されている

と思いますか。

6

8
保育所等訪問支援計画（個別支援計画）には、訪問先施設や担任等の意向

が盛り込まれていると思いますか。
5 1

9

保育所等訪問支援計画には、保育所等訪問支援ガイドラインの「保育所等

訪問支援の提供すべき具体的内容」も踏まえながら、具体的な支援内容が

設定されていると思いますか。

5 1

10 保育所等訪問支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。 5 1

11
保育所等訪問支援を実施する際、訪問先施設に配慮した支援が行われてい

ると思いますか。
6

12
事業所を利用する際に、運営規程、利用者負担等について丁寧な説明があ

りましたか。
5 1

13
「保育所等訪問支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされました

か。
5 1

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行なわれていま

すか。

4 2

15
必要なときにこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状

況、課題について共通理解ができていると思いますか。
6

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 5 1

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 6

18

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

5 1

19
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
6

20
事業所は、訪問先施設からの相談等に適切に応じ、必要な助言と支援が行

われていると思いますか。
6

個々への情報提供は行っていますが、研

修開催までには至っておりません。

相談の都度、対応させていただいており

ますが、定期的な支援には至っておりま

せん。

相談や申し入れに対しては即座に対応す

るよう心掛けていますが、体制が整って

いることを周知するまでには至っており

ません。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

身体機能のサポート方法やポジショニン

グの助言が主となっていますが、当事業

所の物品を貸し出したこともございまし

た。

聞き取りの内容によっては相談室などで

対応させていただいています。

重要事項説明書にて説明するよう心掛け

ていますが十分でなかった部分があった

のかもしれません。申し訳ございません

でした。
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事案によっては、訪問先からのご意見も

頂戴したうえで作成しております。

ガイドラインの説明不足でした。申し訳

ございませんでした。

支援計画に基づいて実施させていただい

ています。

重要事項説明書にて説明させていただい

ています。

ご説明が足りていなかったと思います。

今後、しっかりと説明させていただきま

す。申し訳ございませんでした。

保護者からの事業所評価の集計結果公表



チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応

21
保育所等訪問支援を実施した際に、訪問先施設と訪問支援の内容について

話し合いが行われていると思いますか。
6

22
保育所等訪問支援を実施した際に、保護者に対して適切に共有がなされて

いると思いますか。
6

23

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や連絡体制等の情報や

業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信されています

か。

4 1 1

24 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 6

25
事業所では、緊急時の対応について訪問先施設と連携し、実践できるよう

にしていると思いますか。
6

26
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
6

27 こどもは訪問支援を嫌がっていませんか。 6

28 事業所の支援に満足していますか。 6

支援センターとして開所後、間がないた

めHPが未だ開設されておりません。早急

の開設に努めます。
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